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東郷元帥記念公園 第 7 回協議会 議事メモ                          

 

＜樹木調査について＞                                                       

会長 

・樹木について今残してほしい、木陰を残してほしいというようなご意見があればほしい。 

委員 

・斜面に生えている桜の木があって、その枝がお子さんの目の高さより下まで枝があって、非常に観察がしやす

いので、残してほしい。 

会長 

・中段に生えていて、斜面に枝が垂れている木についてはできるだけ気を付けて保存する。 

委員 

・サクラは寿命があると聞いているが、そのまま残した方がいいのか、新たに植え直した方がよいのか。 

事務局 

・ソメイヨシノの寿命は約 60 年といわれているが、花見ができる公園ということで親しまれているので、とくに心配

なものとか、形が悪いものについては伐採をしていって、若くて勢いのある木を補って、何年かかけて更新さ

れていくような計画がよいと考えている。 

 

委員 

・サクラの木も大分弱っているが、しばらくしたら弱っていくというオレンジの木が多いが、その中に斜面のところ

に寒桜が一本か二本あったと思うが、東郷公園は桜があって花見されているので、桜を植えていただきたい。 

会長 

・是非、計画の方に反映させて行きたい。 

委員 

・ユリノキについて、日陰を作ってくれる大きな木で、その場所に大きな木があると木陰もできるので、広場のど

真ん中ですが大きな木があるといいと思う。 

・二七通り口側に桜の木がたくさんあると雰囲気が出るというか季節を感じると思うので、これから伐採されるかも

しれないが、同じ場所に桜の木を植えていただきたい。 

会長 

・基本的には現状のイメージを大事にするという方向での整備をお願いしたい。 

・木陰についてもきちんと作っていきたいと考えている。 

事務局 

・桜の木は嫌地という性格があり、切ったところはしばらく植えられない。実際には切った木の近くに植えることに

なる。 
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＜遊具＞                                                                

会長 

・遊具に関して意見を頂きたい。 

委員 

・健康遊具について。健康遊具はすべて入れ替わるということで資料を見ている。また、6～7 年前にロケット型の

遊具が新しくなったが、飽きが来るのが早い。素敵な遊具はいっぱいあるが、昔あったような、幅広い年齢で

使えるようなものがあったらいいと思う。 

・昔ながらのものを、危険な使い方をする子もいると思うが、少し戻すようなことを検討頂ければと思う。 

委員 

・コンビネーション遊具について、上の方の鉄板が夏になるとかなり熱くて、子どもがよじ登って一番上の所に手

をかけると、途中で熱くて落ちそうになるので、暑い日でも温度が上がらないような材質の遊具を検討してほし

い。非常に人気のある遊具なので残してほしいが、材質を少し換えてほしい。 

・雲梯について、大きな背の高い子だとらくらく雲梯ができるが、3～4 歳でもお兄ちゃん、お姉ちゃんがやってい

るとやりたがるが、なかなかできない。高さの違うものを考えるとか、ブランコについても、小学生でも幼稚園の

子供でも乗れるようなブランコと、赤ちゃんが乗るブランコを別々に分けるとか、そういうことを考えていただくと

使いやすくなると思う。 

・健康器具について、曜日によっても違うが、ほとんどやっている方を見ない。子どもがそういうちょっとした遊び

が好きですので、下段の広場のところに、健康遊具というよりは、子どもが遊べるものを一つ二つ置いてもらい

たい。平均台や踏み台のようなものは子供でも遊べるので、そういったものは残してほしい。 

委員 

・以前はブランコの前あたりに鉄棒があったが、なぜ鉄棒がなくなったのか。基本的な遊具で学校でも鉄棒をや

るので、どうしてなくなったのか教えていただきたい。 

事務局 

・神田公園等は鉄棒があるのに対し、どうして東郷公園にはないのかなというのは同じ考え。 

・この界隈の友人からも、鉄棒があると良いのにという意見も聞いており、今回の改修で鉄棒を入れた方がいいと

考えている。 

委員 

・以前はブランコの反対側にあった。 

委員 

・以前はすべり台とギッタンバッコン（シーソー）と砂場があった。それらが不衛生などの理由でなくなった。 

会長 

・最近の遊具はこう使えと用途を縛りすぎ。うちの学生も見ているが、実に工夫をして使っているのが見えている

ので、ぜひ創造性を、これでどう遊ぶかということを考えられるものが増えていくといい。今日のご意見を踏ま

えて反映させたい。 
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＜東郷元帥公園の改修について＞                                                               

会長 

・ようやく全体の計画が出てきたということで、ご意見をいただきたい。 

委員 

・一番下段のところでボールを使ってもよいという考え方はあるのか。公園でボールを使っていいのであれば、ぶ

ら下がりなど上に持って行った方が子供たちが自由に遊べると思うが、私は最初から下段の広場は広く使い

たいという考えなので、その辺を教えていただきたい。 

 

事務局 

・今、下段で子供の遊び場事業を展開している状況。その所管が引き続き事業を継続していく方向であれば、

そういう広場を最大限確保することが最優先。ただ、ボールが自由に遊べるところまでは、現状でも難しいとこ

ろがあるが、子どもの遊び場事業を継続するというところで、内部的にも所管と調整していきたい。 

委員 

・千代田区にはボールを使うところがほとんどないので、なるべくなら子供がキャッチボールができるような、ボー

ルが使えるような場所は確保していただきたい。 

委員 

・ボール投げについて、東郷公園では、現在子供たちが実際にボール投げをやっている。ボールが道路に、学

園通りの方に飛び出すことがあり、柵を学園通り側に立ててやっていまして、そういうことをきちんとやっていた

だくなら良いが、そうじゃないと非常に危険。ただ単純にどこでもボールを投げられるというのは考えてほしい。

また、プールの跡地のところが今の計画のような形になると公園と道路がまるっきり解放された状態になるので、

これもきちんとした区切りをつけて、ボールが飛び出したりしないようにしないと私は反対。 

・バリアフリーの園路を作ると、自転車やスケートボード、そういうものがスピードを出してくることがある。自転車と

かスケートボードは、やらせない方がいい。 

会長 

・基本的には禁止としている。 

委員 

・自転車置き場がないが、今あるちよくるはどうなったかなということと、喫煙スペースも全くなしで、そのあたりどう

なっているのか。 

事務局 

・ちよくるに関しては、下段で残す想定をしている。 

・駐輪するストッカー的なものは置かないつもりである。自転車置き場とはあえて書いていないが、たとえば二七

通り口から入って、すぐ左側のところに少しスペースを作っているなど、スペースの工夫を行っている。 

事務局 

・喫煙について、この会議でも従前から意見があるところで、今の喫煙者に対してちゃんとした対応が必要では

ないかというところがある反面、具体的にどうするかというところは検討するというところでしたが、今回、提案し

た計画で喫煙所は具体的に示してないというところの一つの考え方は、区の基本的な考えだが、今の喫煙対
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策の一つで、公園を全面禁煙にするケースもあって、その場合には周辺にある程度喫煙所、ある事業で喫煙

スペースが整備されたところがあって、公園外に喫煙する場所がある場合に公園を全面禁煙にしていくという

ことがあり、一つの考え方としてはこれにのっとって調整していきたいと考えている。ただ、近隣でご商売され

ている方が提供できるスペースがないということもある。そういう場合には現在の喫煙者の方が喫煙できるスペ

ースを考えていく必要がある。 

・その場合には喫煙スペースのしつらえ方、位置を含めて、非常に工夫が必要。このようなことを区としては基本

的な方向として考えている。 

会長 

・前回まで全体として検討をもらっていたが、今回は具体的な検討がお示しできないということ。 

・むやみに禁止ということだと、どこかで吸い始めるということもある。 

・自転車について、今の使われ方を見ていると、自転車の使われ方のリテラシイが高く、今ぶら下がりというところ

にちゃんと整然と並んで行って、ばたばたと変な風にならんでいない。ニーズが高まったときには一部をちゃ

んと使っていくし、今の使われ方を尊重できると思っている。 

委員 

・子供用のプールについて、プールと砂場に行くところの境は、すべったりするとすごく危ないので、やわらかい

素材にしてほしい。 

・自転車について、現時点で二七通りから公園内に入ると、次に予定している駐輪スペースではなくて何となく

決まり切ったところに並べていくと、歩道を使う方が邪魔になるので、最初どのように並べるのかなと不安に思

った。 

委員 

・一番新しい図案について、ウッドデッキに少し段差がついているが、そこと公園内の園路との段差というのはど

れくらいになるのか。スロープが折れ曲がってついている段差のところもスロープの手すりはつくのか。 

事務局 

・東郷坂口から入っていくところのスロープには手すりがつく予定。だいたい 1.7ｍの段差があり、そういうところに

は転落防止柵と言って、高さ 1.1ｍの柵が必然的につく。ただ、東郷坂口から番町学園通り口まで下りていく

スロープと、ウッドデッキの間は、徐々に降りていけるような段差になっている。 

・高さが多くでるところには柵を設けて、落ちないように配慮していきたい。スロープについても当然手すりが必

要ですので、設置を考えている。 

委員 

・斜面の上がったところにはつく予定か。 

事務局 

・中段と下段の間の大きい斜面のところは、今でも遊びで通り抜けられるような構造の柵が設けられているが、基

本的には同じようにちゃんと転落しないように柵を設けたいと考えている。ただ、斜面もうまく使いながら遊んで

いるような状況も見られるので、どういう構造がよいのかもう少し検討したい。 

会長 

・最初のボールの遊びの件について、いつでも自由にというのはなかなか難しい。東郷公園はかなり開放的な

空間であり、なかなかそれを自由にというのは難しい。これは形で、ハードだけでどうこうということはできない
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ので、たとえばこの時間は柵を設置するボランティアの方がいて、この範囲ならやっていいという、限られたス

ペースの中ではそういった解決の方法しかないと考えている。なるべくその時間を増やしたい。今のボランティ

アの方というのはどういった形で動いているのか。 

事務局 

・区の子供部の方で、委託している事業者さんが、監視をしてくれる学生さん、リーダーさんを募って運営してい

るということで、正規の区の事業の一環としてやっている。 

オブザーバー 

・毎週日曜日の午前中にやっている。 

会長 

・もう少しほしい。毎日とは言わないが、週に二日三日くらいないとちょっと遊ぼうかなという気持ちにはならない

かもしれない。 

・ぜひそれは拡充をするか、あるいは押し付けになるが、地域の方々にそれこそボランティア的に見ていただくと

いうことになるかなと思うが、けがの問題があるので、保険とか責任問題がからんで難しいところはあるが、それ

は投げる力、サッカーがはやっていることもあって、本当にボール投げをやらない、少しそういう運用でカバー

するという方向で考えてほしいと思う。逆にボール投げ推進派の谷さんにお伺いしたいが、今ご提案している

ような広場の作り方で大丈夫か。運用したときにこれでいけるかどうか伺っておきたい。 

委員 

・やり方はあると思って、ここに歩道もあるので、子どもの教育は過保護であってはいけないという方針があるの

で、それをちゃんと徹底することが大事ですし、歩道があるのでそこでちゃんとストップしてそこは車がくるとい

うことを教育の一環としてやっていくべきだと思う。 

会長 

・少し過保護になっているところもある。都内でも世田谷区の羽木公園とか、そういうところではけが前提というこ

とではありませんが、ちょっと危ないこともできるというような、周りの方がちゃんと理解した上でやっているという

こともあるので、部分的にでもそういったことがこの公園で実現できるといいと思う。 

委員 

・結局今のボール遊びでも、協議会でまとめて区長にも出しているので、千代田区の中でも広げることを知らな

いでやっていること自体がだめ。 

会長 

・区としては認識している。 

・時間もなくなったのでまとめに入りたい。 

① 植栽について、斜面に枝を広げている桜はなるべく保存する方向で行きたい。それから植替えが前提にな

るが、うまく世代交代をさせていきたい。桜を植えるにしてもソメイヨシノ以外のバリエーション、寒桜という話

もあったが、他の桜についても考えて桜の名所としての充実をはかっていきたい。 

② 上段広場のユリノキがあるが、遊具で遊ぶ子供、見守る親御さんも含めて日陰を確保してほしい。 

③ 遊具について、複合遊具は飽きが早いということで、最近カタログで魅力的な遊具がたくさんあるが、なるべ

くなら遊ぶ方に利用の工夫の余地があるような遊具を増やしていく。特に鉄棒については結構要望が複数

あったので、うまくいけば鉄棒を復元する。 
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④ 遊具の選定、更新にあたっては、今日のようなこういう暑い日に温度が上がるような素材は少し検討が必要

ということで、材質については配慮が必要。ひっかかってぶら下がったという事故の話については、ぜひここ

で対応していきたい。 

⑤ 年齢別にエリア分けするということについては、計画の中で対応する。 

⑥ 健康遊具については使っている方があまり多くない一方で健康を増進するという区の方針もあるので、少し

整理するということを検討してもいいのかなと考えている。この健康遊具を子供たちが本来の目的と全く違っ

た形で利用しているということもこれはとてもいいことだと思う。 

⑦ 自転車については基本的に乗入れしないルールではあるが、置く可能性があるところについては場所を確

保する。 

⑧ ちよくるについても、現状に近い場所におそらくなると思う。 

⑨ 東郷坂沿いのバリアフリーのルートについては、自転車スケートボード車両は乗入れ禁止ということだが、そ

ういうことを無視する人がいたときのために園路の形状を少し配慮した。 

⑩喫煙場所について、協議会としてはできるだけ外してもらいたいということ。だめだったら公園の方で引き受け

なければならないが、基本的な考え方としては、喫煙場所はなるべく確保しないで、子どもがいない場所で吸

っていただくような環境整備をしていただきたい。それは担当課にぜひお願いしていただければと思う。 

⑪トイレの位置については、これまでの経緯で、なかなか難しい配置を迫られたと聞いている。今トイレが広場側

を向いている。それが今回は広場側でなくて、斜面側を向くような計画で、通りからは見えないようになってい

る。なおかつ東郷坂からも少し距離があって匂いとかそういう問題はあまりないと思う。通路に面する形になり、

人通りが多少あるので、安全面からもあまり問題がないと思うが、基本的にだいたいこのようなところ。 

⑫遊具前の舗装は子供が遊ぶということであまり固い素材は避ける。 

⑬それから柵をつけるところについては、必要なところには柵をつけるということで次の会議には出てくると思うが、

必要な部分についてはつけるということで検討する。 

⑭形についてあまり意見がなかった。これまで斜面の使い方とか、広場の使い方については、ご要望にお応え

できるように検討していただいたが、意見がなければ微調整ということになる。基本的なレイアウトについては

ご了承いただけた。 

 

＜次回日程について＞                                                               

事務局 

・9 月 20 日の 18 時 30 分とする。 

閉会 

 

以  上 


